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２
０
２
０
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神

（
井い

ど戸
川が
わ 

百も
も
か花
さ
ん
）
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ

イ
ド
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
を
機
に
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
や
、
教
育
・
健
康
・
観
光

分
野
等
の
異
分
野
と
森
林
分
野
の
連
携
・
協

働
を
通
し
た
新
産
業
創
出
を
目
指
す
森
林

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
モ
デ
ル
地
域
等
が
全
国
で

最
も
集
積
し
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
国
有
林
も

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
長
野
県
に
招

き
、
一
日
森
林
管
理
局
長
と
し
て
、
長
野
県

知
事
、
関
係
自
治
体
の
長
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
等
の
運
営
団
体
を
表
敬
訪
問
し
、
日
頃

の
ご
協
力
へ
の
御
礼
を
行
う
と
と
も
に
、
国

有
林
と
し
て
の
貢
献
も
含
め
た
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
等
の
活
動
発
展
に
向
け
た
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

『
一
日
中
部
森
林
管
理
局
長
同
行
記
』

　

当
局
で
は
初
と
な
る
一
日
中
部
森
林
管
理

局
長
（
た
ぶ
ん
全
国
で
も
初
！
）
に
同
行
し

た
二
日
間
を
時
系
列
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）

10
時
～（
中
部
森
林
管
理
局
）

　

中
部
森
林
管
理
局
長
（
吉よ

し
む
ら村 

洋ひ
ろ
し）
よ
り

木
製
の
委
嘱
状
を
渡
さ
れ
、
一
日
中
部
森
林

管
理
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
就
任
後
は
、

職
員
訓
示
、
各
課
へ
の
挨
拶
回
り
を
行
い
ま

し
た
。

12
時
～（
長
野
県
庁
）

【
長
野
県
知
事　

阿あ

べ部 

守し
ゅ
い
ち一
様
を
表
敬
】

　

阿
部
知
事
と
の
懇
談
で
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
、
三
密
を
避
け

る
た
め
森
林
を
訪
れ
る
友
人
が
多
い
」、「
た

く
さ
ん
の
方
に
森
林
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
森
林
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

阿
部
知
事
か
ら
は
、「
先
月
、
植
樹
や
緑

化
の
活
動
を
一
層
進
め
て
い
く
た
め
に
大
阪

な
ど
五
つ
の
府
と
県
と
連
携
し
『
日
本
み
ど

り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
』
を
立
ち

上
げ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
二
五
年
の
大
阪
・
関

西
万
博
で
は
自
然
保
護
と
活
用
の
精
神
を
世

界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
井

戸
川
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
、
長
野
県
の
緑
の
大

切
さ
、
森
林
が
持
つ
癒
し
の
機
能
を
発
信
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

13
時
10
分
～（
中
部
森
林
管
理
局
）

【
上
松
町
長　

大お
お
や屋 

誠
ま
こ
と

様
と
懇
談
】

　

大
屋
町
長
か
ら
、「
上
松
町
の
赤
沢
自
然

休
養
林
は
、
森
林
浴
発
祥
の
地
で
あ
り
、
森

林
浴
に
は
免
疫
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
是
非
こ
の
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
。
ま
た
、
今
年
開
園
五
十
周

年
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た
の

で
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
で
井
戸
川
さ
ん
に
も

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

井
戸
川
さ

ん
か
ら
は
、

「
是
非
、
協
力

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
た
、
私
は
、

料
理
を
す
る

こ
と
が
好
き

な
の
で
、
森

の
中
で
、
山

菜
料
理
を
作

る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
森
林
浴

に
付
加
価
値

を
付
け
る
こ

と
を
考
え
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

14
時
40
分
～（
北
信
森
林
管
理
署
）

　

北
信
森
林
管
理
署
長
（
中な

か
じ
ま嶋 

勝か
つ
ひ
ろ浩
）
か

ら
、
管
内
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
に
職
員

訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

15
時
30
分
～（
な
べ
く
ら
高
原
森
の
家
）

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
で
も
あ
る
、
森
の
家

周
辺
の
「
ブ
ナ
の
里
山
こ
み
ち
」
を
、
森
林

セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド（
小こ

ば
や
し林 

知と
も
き規
さ
ん
）
と
と

も
に
五
感
を
活
か
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策

を
体
験
し
、
ガ
イ
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

〈特集！ 2020ミス日本みどりの女神 一日中部森林管理局長に就任〉

２
０
２
０
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神

�

一
日
中
部
森
林
管
理
局
長
に
就
任

委嘱式の様子（上）
一日局長の井戸川さん
（左）

上松町長との懇談

長野県知事との懇談
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16
時
45
分
～（
飯
山
市
役
所
）

【
飯
山
市
長　

足あ
だ
ち立 

正ま
さ
の
り則
様
を
表
敬
】

　

昨
秋
の
台
風
被
害
へ
の
御
見
舞
い
の
言
葉

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
森
の
家
で
ブ
ナ
林
を

散
策
し
た
こ
と
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
の

資
格
を
活
か
し
て
ブ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た
森

林
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。

　

足
立
市
長
か
ら
は
、
台
風
十
九
号
災
害
時

の
様
子
の
ほ
か
、
飯
山
市
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
の
認
定
に
県
内
で
早
く
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
、

ブ
ナ
は
市
の
木

に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
冬

の
飯
山
に
も
魅

力
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
つ

い
て
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

令
和
二
年
十
一
月
十
九
日
（
木
）

10
時
～（
ア
フ
ァ
ン
の
森
財
団
ホ
ー
ス
ロッ
ジ
）

　

ア
フ
ァ
ン
の
森
財
団
が
持
続
可
能
な
林
業

の
実
践
を
目
指
し
て
飼
育
し
て
い
る
馬
と
触

れ
合
い
、
心
を
通
わ
せ
る
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

11
時
～（
ア
フ
ァ
ン
の
森
）

　

故
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
さ
ん
が
手
掛
け
て
き

た
ア
フ
ァ
ン
の
森
の
経
済
林
と
し
て
の
生
産

性
と
森
林
の
生
態
系
回
復
を
両
立
さ
れ
る
試

み
を
行
っ
て
い
る
「
森
林
・
林
業
再
生
モ
デ

ル
林
（
国
有
林
）
」
の
取
組
を
視
察
し
ま
し

た
。

13
時
～（
信
濃
町
役
場
）

【
信
濃
町
長　

横よ
こ
か
わ川 

正ま
さ
と
も知
様
を
表
敬
】

　

横
川
町
長
か
ら
、
森
林
の
持
つ
癒
し
の
力

に
着
目
し
、
町
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
全
国
で
唯
一
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の

二
つ
星
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

井
戸
川
さ
ん
は
、「
信
濃
町
を
訪
れ
る
の

は
二
度
目
で
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
の
資

格
を
習
得
す
る
前
に
、
初
め
て
森
林
セ
ラ

ピ
ー
を
体
験
し
た
の
は
信
濃
町
で
す
。
ま

た
、
先
日
公
開
さ
れ
た
信
州
信
濃
町
癒
し
の

森
の
Ｐ
Ｒ
映
像
に
は
、
信
濃
町
の
国
有
林
を

舞
台
に
ア
フ
ァ
ン
セ
ン
タ
ー
の
前
で
、
森
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
山や

ま
だ田
証あ
か
しさ
ん

と
私
が
コ
ラ
ボ
し
た
歌
と
映
像
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
森
林
の
魅
力
を
多
く
の

方
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
」
と
発
言
。

　

映
像
を
見

た
横
川
町
長

か
ら
、「
森

の
魅
力
が
あ

ふ
れ
る
作
品

に
な
っ
て
い

る
。
町
の
Ｐ

Ｒ
に
も
使
わ

せ
て
も
ら
い

た
い
」
旨
の

発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

15
時
20
分
～（
中
部
森
林
管
理
局
）

【
中
部
森
林
管
理
局
長
へ
活
動
報
告
】

　
「
一
日
局
長
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
と

出
会
い
、
意
見
を
交
わ
し
、
森
林
の
魅
力
や

可
能
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
森
林
の
持
つ
可
能
性

や
魅
力
を
た

く
さ
ん
の
人

に
発
信
し
て

い
き
ま
す
」

と
報
告
が
あ

り
、
吉
村
局

長
は
、
二
日

間
の
活
動
に

対
し
、
感
謝

の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

15
時
50
分
～（
中
部
局
正
面
玄
関
）

　

一
日
局
長
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
社
会
が
大
き
く
変
容

す
る
中
、
国
有
林
を
含
め
た
森
林
空
間
等
の

素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
発
信
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
井
戸
川
さ
ん
の
笑
顔
に
職
員
一

同
、
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈特集！ 2020ミス日本みどりの女神 一日中部森林管理局長に就任〉

一日局長の活動報告

信濃町長と森のＰＲ映像を鑑賞

飯山市長との懇談

馬とのふれあい体験

中部局職員のお見送り

モデル林の説明

ブナ林の中でガイドさんと
意見交換

※�

こ
の
取
組
は
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
「
緑
と
水

の
森
林
フ
ァ
ン
ド
」
中
央
事
業
「
ミ
ス
日
本�

み
ど
り
の
女
神
」
モ
デ
ル
派
遣
事
業
を
活
用
し

て
実
施
し
ま
し
た
。



〈本局トピックス〉
【
企
画
調
整
課
】

　

十
二
月
一
日
、
中
部
森
林
管
理
局
の

大
会
議
室
に
お
い
て
、
管
内
十
地
区
の

「
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協

議
会
」（
以
下
、「
有
志
協
」
）
の
代
表

世
話
人
（
う
ち
六
地
区
か
ら
は
市
町
村

長
）
の
出
席
を
賜
り
、
連
絡
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

有
志
協
は
、
地

域
社
会
と
国
有
林

野
事
業
の
連
帯
強

化
を
図
る
た
め
、

管
内
各
地
区
に
昭

和
五
十
二
年
以
降

に
設
置
し
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
連

絡
協
議
会
は
、
各

地
区
の
有
志
協
に

お
け
る
意
見
・
要

望
を
集
約
し
、
今

後
の
管
理
経
営
や

政
策
の
参
考
と
す

る
場
で
も
あ
り
ま

す
。

　

林
野
庁
か
ら
Ｗ

Ｅ
Ｂ
出
席
し
た
関

口
経
営
企
画
課
長

ほ
か
よ
り
林
政
の

最
近
の
動
向
に
つ

い
て
説
明
が
あ

り
、
各
代
表
世
話

人
か
ら
は
、
令
和

二
年
七
月
豪
雨
災

害
の
早
期
復
旧
へ

の
要
望
や
森
林
管

理
局
の
対
応
に
係

る
御
礼
、
国
有
林

野
の
利
活
用
に
よ

る
観
光
振
興
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出

没
・
被
害
へ
の
対

応
、
市
町
村
職
員

へ
の
技
術
の
普
及

や
林
業
後
継
者
の
育
成
な
ど
、
様
々
な

意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

や
林
業
関
係
者
の
人
材
育
成
な
ど
課
題

解
決
に
向
け
、
有
志
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
代
表
世
話
人
間

で
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
三
時
間
半
に
わ
た
る
貴
重
な
意
見

交
換
の
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
名
古
屋
事
務
所
・
岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

九
月
三
十
日
、
岐
阜
森
林
管
理
署
管

内
で
林
政
記
者
に
国
有
林
の
取
組
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
一
泊
二
日
で
長
野
・
名
古
屋

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
の
た
め
日
帰
り
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
在
名
古
屋
三
社
（
日
刊
木

材
、
林
経
、
木
材
工
業
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

本
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
民
有
林

を
含
め
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
獣
害

対
策
」
を
中
心
に
七ひ
ち
そ
う宗

国
有
林
・
金き

ん
か華

山ざ
ん

国
有
林
で
の
取
組
を
視
察
し
、
七
宗

国
有
林
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
と
し

て
防
護
柵
の
代
わ
り
に
、
皆
伐
造
林
地

を
囲
む
よ
う
に
「
く
く
り
罠
」
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
造
林
地
へ
の
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
侵
入
を
防
ぐ
取
組
、「
囲
い

罠
」「
箱
罠
」「
幼
齢
木
保
護
資
材
」
な

ど
獣
害
対
策
を
展
示
し
て
い
る
エ
リ
ア

な
ど
を
視
察
後
、
金
華
山
国
有
林
に
移

動
し
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
と
し
て

「
緩
衝
帯
」
の
整
備
状
況
な
ど
に
つ
い

て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

記
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
当
局
が
行
っ

て
い
る
シ
カ
対
策
に
非
常
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
国
有
林
の
取
組
を
積
極
的
に

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

獣害対策展示エリアの取組を説明
（七宗国有林）

イノシシ被害対策「緩衝帯」について説明
（金華山国有林）

（左から、唐
からさわ

澤木祖村長、國
くにしま

島高山市長、山
やまうち

内下呂市長、青
あおやま

山中津川市長、原
はらだ

田設楽町副町長）

　（左から、白
しろとり

鳥伊那市長、高
たかみざわ

見澤上田市森林整備課長、
　　　　　　　　　大

おおば

羽大町市農林水産課長補佐、日
ひだい

臺木島平村長、齊
さいとう

藤南砺市副市長）

国
有
林
野
の
所
在
す
る
市
町
村
長
等

�

と
の
連
絡
協
議
会
を
開
催

名
古
屋
林
政
記
者
ク
ラ
ブ

�

国
有
林
視
察
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【
南
信
森
林
管
理
署
】

　

今
年
度
か
ら
浦う
ら

国
有
林
に
お
い
て
、

「
つ
い
で
捕
獲
」・「
つ
い
で
見
回
り
・
通

報
」
を
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
国
有
林
内
で
効
率
的
に
ニ
ホ

ン
ジ
カ
を
捕
獲
す
る
た
め
、
該
当
箇
所

の
選
定
、
捕
獲
実
施
者
、
事
業
体
と
の

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
当
局
管
内
で
は

初
と
な
る
「
つ
い
で
見
回
り
・
通
報
」

の
基
本
合
意
書
の
調
印
を
平
成
三
十
年

八
月
八
日
に
上
伊
那
猟
友
会
、
船
形
沢

地
す
べ
り
防
止
工
事
（
治
山
工
事
）
を

請
け
負
う
宮
下
建
設
（
株
）
伊
那
市
、

当
署
の
三
者
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

六
十
六
日
間
で
百
五
十
八
頭
を
捕
獲
し

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
は
、
三
百
二
頭
を
捕

獲
し
、
大
幅
に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

三
年
目
と
な
る
今
年
は
六
月
二
十
七

日
に
百
五
十
基
の
「
く
く
り
ワ
ナ
」
を

設
置
し
た
翌
日
に
は
六
頭
を
捕
獲
し
、

以
降
六
月
三
十
日
ま
で
に
二
十
一
頭
を

捕
獲
し
ま
し
た
が
、
六
月
三
十
日
か
ら

の
豪
雨
に
よ
り
奥お

く
う
ら浦
林
道
が
路
肩
決
壊

す
る
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

七
月
三
日
に
十
五
頭
を
捕
獲
し
た
後
、

ワ
ナ
を
撤
収
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
に
手て

ら
さ
わ
や
ま

良
沢
山
国
有
林

に
お
い
て
「
つ
い
で
見
回
り
・
通
報
」

を
実
施
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
防
止
対

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

十
月
二
日
、
富
山
県
地
域
振
興
団
体

協
議
会
が
主
催
す
る
現
地
検
討
会
が

立た
て
や
ま
ま
ち

山
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
、
富
山
県
・
市
町
村

及
び
富
山
署
の
参
加
に
よ
り
、
毎
年
県

内
各
地
の
国
有
林
・
民
有
林
で
行
わ
れ

て
い
る
様
々
な
取
組
を
現
地
視
察
し
、

森
林
の
保
全
等
を
テ
ー
マ
に
情
報
交
換

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ブ
ナ
坂
国
有
林
に
お
い

て
、
過
去
の
黒く

ろ
べ
が
わ

部
川
第
四
発
電
所
（
黒

四
ダ
ム
）
工
事
に
伴
う
資
材
運
搬
路
跡

地
の
緑
化
復
元
の
状
況
に
つ
い
て
視
察

し
、
緑
化
木
の
成
長
は
良
い
が
、
最
終

目
標
で
あ
る
周
囲
の
植
生
と
等
し
い
草

原
の
景
観
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
見
通
し
が
悪
く
、
バ
ス
の
運
行
安

全
上
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弥み

だ
が
は
ら

陀
ヶ
原
・
室む
ろ
ど
う堂
周
辺
に
お

い
て
、
緑
化
復
元
の
特
徴
、
緑
化
植
物

の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
富
山
県
森
林

研
究
所
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

富
山
署
で
は
、
関
係
者
と
の
連
携
や

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
も
地

域
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〈各地からのたより〉

猟友会員によるくくりワナの設置の様子①

猟友会員によるくくりワナの設置の様子②

緑化復元の状況を説明している様子

室堂周辺に、緑化復元等の特徴を説明している様子

獣
害
対
策
の
実
施

�
～
つ
い
で
見
回
り
・
通
報
～

富
山
県
地
域
振
興
団
体
協
議
会

�

現
地
検
討
会
の
開
催
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【
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
】

　

十
月
七
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
新
た

な
生
活
様
式
に
配
慮
し
つ
つ
、
令
和
二

年
度
森
林
整
備
推
進
協
定
運
営
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月

に
協
定
締
結
し
た
東ひ

が
し
み
か
わ

三
河
流
域
新し
ん
し
ろ城
地

区
森
林
整
備
推
進
協
定
（
新
城
市
長
外

四
者
）
と
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
協

定
締
結
し
た
設し

た
ら楽
地
区
森
林
整
備
推
進

協
定
（
設
楽
町
長
外
四
者
）２
地
区
の

も
の
で
あ
り
、
今
回
は
協
定
地
区
が
隣

接
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
同
で
の

運
営
委
員
会
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
十
分
に
講
じ
た
上
で
各
事
務
所
等

の
事
業
執
行
状
況
、
情
報
交
換
、
団
地

化
の
可
能
性
、
作
業
道
等
の
連
携
、
民

国
連
携
の
シ
ス
テ
ム
販
売
な
ど
の
可
能

性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

運
営
委
員
会
で
は
、
各
市
町
村
で
の

森
林
環
境
譲
与
税
等
の
活
用
状
況
や
、

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状

況
の
ほ
か
、
令
和
八
年
度
完
成
予
定
の

設
楽
ダ
ム
の
ダ
ム
関
連
工
事
支
障
木
の

出
材
状
況
、
今
後
に
向
け
た
さ
ら
な
る

団
地
化
の
可
能
性
や
路
網
の
連
携
等
に

係
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
市
町
村
か
ら
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
で
は
「
人
材
育
成
の
為
に
伐
倒
練
習

機
の
購
入
や
木
製
名
札
な
ど
へ
の
活

用
」、
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
等

で
は
「
レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
る
林
地
台

帳
の
整
備
か
ら
意
向
調
査
へ
と
進
め
て

い
る
」
な
ど
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
流
域
、
地
域
の
中
で
関
わ
り
を

強
め
、
連
携
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
東と

う
の
う濃
森
林
管
理
署
】

　

九
月
八
日
、
岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高

等
学
校
環
境
科
学
科
二
年
生
三
十
七
名

が
、
中な

か
つ
が
わ
し

津
川
市
加か

し

も
子
母
裏う
ら

木き

そ曽
国
有
林

の
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
」
を
見
学
し
ま

し
た
。

  

こ
の
現
地
学
習
は
、
岐
阜
県
の
「
緑

と
水
の
子
ど
も
会
議
」
と
題
し
て
地
域

の
自
然
を
題
材
と
し
た
環
境
教
育
を
行

う
た
め
の
支
援
事
業
で
、
恵
那
農
高
で

は
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

  

当
日
は
当
署
職
員
に
よ
る
安
全
上
の

注
意
点
等
に
つ
い
て
の
説
明
後
、
裏
木

曽
古
事
の
森
育
成
協
議
会
の
ガ
イ
ド
に

バ
ト
ン
を
渡
し
、
二
班
に
分
か
れ
て
散

策
を
開
始
し
、
御
用
材
伐
採
式
跡
、
二

代
目
大
ヒ
ノ
キ
等
、
天
然
林
内
を
見

学
、
そ
の
途
中
で
は
旧
森
林
鉄
道
敷
や

ト
チ
ノ
キ
の
巨
木
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
自
然
環
境
と
の
つ
な

が
り
や
関
わ
り
を
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
候
も
、
雨
衣
を
着
る

こ
と
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
当
日
は
、
前
日
ま
で
の

雨
の
た
め
に
湿
度
が
高
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
ヤ
マ
ビ
ル
に
吸
血
さ
れ
る
生
徒

や
、
蚊
に
ま
と
わ
り
つ
か
れ
る
生
徒
も

多
く
見
受
け
ら
れ
、
自
然
環
境
の
厳
し

さ
も
体
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
め
げ
る
こ
と
な
く
、
森
林
に

関
心
を
持
ち
、
親
し
ん
で
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
つ
つ
、
皆
さ
ん
を
見
送
り
ま

し
た
。

運営委員会の様子

御用材伐採式跡の説明

二代目大ヒノキを見学

２
森
林
整
備
推
進
協
定

�

運
営
委
員
会
を
開
催

恵え

な那
農
高�

現
地
学
習

�

～
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
見
学
～

〈各地からのたより〉
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【
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
】

　

九
月
三
十
日
、
今
年
も
い
よ
い
よ
ブ

ラ
ン
ド
材
「
段だ

ん
ど戸
Ｓさ

ん
Ａ
Ｎ
」
の
供
給
時

期
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
委
託
販
売
予

定
先
で
あ
る
東
海
木
材
相
互
市
場
大
口

市
場
の
鈴
木
政ま

さ
た
か貴
氏
を
講
師
に
迎
え
伐

採
箇
所
で
あ
る
愛
知
県
設し
た
ら
ち
ょ
う

楽
町
段だ
ん
ど戸
国

有
林
に
お
い
て
採
材
研
修
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
段
戸
Ｓ
Ａ
Ｎ
」
と
は
、
段
戸
国
有

林
か
ら
産
出
さ
れ
る
林
齢
百
年
を
超
え

る
材
の
呼
称
で
、
市
場
の
根
強
い
フ
ァ

ン
か
ら
毎
年
出
材
を
期
待
さ
れ
て
い
る

ブ
ラ
ン
ド
材
で
す
。
今
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ
う
に

丸
太
が
動
か
な
い
中
で
す
が
、「
三
密
」

に
配
慮
し
つ
つ
需
要
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
、
高
付
加
価
値
の
採
材
技
術
の
習

得
を
目
指
し
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
請
負
事
業
体
で
あ
る
新し

ん
し
ろ城

森
林
組
合
、
名
古
屋
事
務
所
、
当
所
か

ら
十
六
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
講
師
か
ら
「
基
本
四

㍍
造
材
」、「
根ね
も
く杢
を
は
ず
す
」、「
三
㍍

な
ら
直
材
」、「
曲
が
り
な
ら
四
㍍
」、

「
元
で
曲
が
っ
て
い
た
場
合
は
、
二
㍍

採
材
も
。
た
だ
し
、
二
十
四
㌢
㍍
上
」、

「
延
べ
寸
に
つ
い
て
は
、
役
物
取
り
は

根
杢
が
外
れ
る
程
度
付
け
る
」
な
ど
買

い
方
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
指

導
が
あ
り
、
そ
の
後
、
請
負
事
業
体
や

当
所
担
当
者
と
の
間
で
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

例
年
、
丸
太
が
一
番
高
く
売
れ
る
秋

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
風
圧
に
対
峙
し

つ
つ
、
高
付
加
価
値
で
ブ
ラ
ン
ド
材
を

お
届
け
す
る
た
め
、
当
所
一
丸
と
な
っ

て
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

　

九
月
二
十
五
日
、
名
古
屋
造
林
素
材

生
産
事
業
協
会
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
、
高た

か
や
ま
し

山
市
朝あ
さ
ひ
ち
ょ
う

日
町
の
胡く
る
み
じ
ま

桃
島
国

有
林
内
に
あ
る
御お
ん
た
け
さ
ん

嶽
山
登
山
道
の
整
備

が
協
会
員
十
一
名
の
参
加
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
登
山
道
は
、
胡
桃
島
キ
ャ
ン
プ

場
内
に
あ
り
、
森
林
浴
、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
大
自
然
を
満
喫
で
き

る
キ
ャ
ン
プ
場
で
多
く
の
利
用
者
が
訪

れ
る
一
方
で
飛
騨
署
側
か
ら
の
御
嶽
山

へ
の
ル
ー
ト
の
一
つ
で
、
途
中
、
小お

さ
か坂

口ぐ
ち

ル
ー
ト
（
濁に
ご
り
ご河
温
泉
か
ら
）
と
合
流

す
る
ル
ー
ト
で
す
。

　

登
山
道
は
、
下
層
植
生
を
保
護
す
る

と
と
も
に
、
登
山
者
が
歩
き
や
す
い
よ

う
に
木
道
が
約
一
㌔
㍍
あ
り
ま
す
が
、

長
年
の
使
用
に
よ
り
歩
き
に
く
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
は
、
生
憎
の
天
候
で
し

た
が
、
腐
食
し
た
木
道
の
張
り
替
え
や

苔
で
滑
ら
な
い
よ
う
桟さ

ん
ぎ木
を
付
け
加
え

る
な
ど
約
三
時
間
の
作
業
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
取
組
を
通
じ
て
、
多
く
の

方
々
に
安
全
に
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら

え
る
よ
う
施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

講師から採材等の指導を受けている様子

胡桃島展望台から望む御嶽山

腐食した木道の補修作業の様子

「
段
戸
Ｓ
Ａ
Ｎ
」
採
材
研
修
を
実
施

御
嶽
山
胡
桃
島
登
山
道
整
備

　

～
名
古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業

�

協
会
の
社
会
貢
献
活
動
～

〈各地からのたより〉
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【
岐
阜
森
林
管
理
署 

板い
た
ど
り
が
わ

取
川
治
山
事
業
所
】

�

治
山
技
術
官　

加か
と
う藤　

里さ
と
み実

　

板い
た
ど
り
が
わ

取
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

地
は
、
福
井
県
と
岐
阜
県
の
県
境
、
岐

阜
県
関せ

き
し市
板
取
に
あ
り
、
清
流
と
し
て

有
名
な
長な

が
ら
が
わ

良
川
の
支
流
、
板
取
川
の
最

上
流
域
に
位
置
し
ま
す
。

　

板
取
川
の
周
辺
に
は
多
く
の
キ
ャ
ン

プ
場
が
あ
り
、
河
原
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
水

遊
び
、
鮎
釣

り
等
を
楽
し

む
た
め
、
他

県
か
ら
も
多

く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま

す
。
近
年
で

は
モ
ネ
の
池

と
称
さ
れ
る

観
光
地
が
整
備
さ
れ
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

板
取
川
地
区
で
は
平
成
十
四
年
七
月

の
台
風
六
号
通
過
に
伴
う
集
中
豪
雨
に

よ
り
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
や
渓
岸
浸
食

が
発
生
し
た
こ
と
で
大
量
の
土
砂
が
流

出
し
ま
し

た
。
観
光
業

や
鮎
の
生
育

等
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ

地
元
か
ら
要

請
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、

平
成
十
六
年

よ
り
民
有
林

直
轄
治
山
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
三
十
年
の
七
月
豪
雨

に
よ
り
当
事
業
地
と
隣
接
す
る
滝
波
谷

地
区
で
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
、
土
砂
流

出
が
発
生
し
、
濁
水
等
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
早
急
に
崩
壊
地
や
荒

廃
渓
流
の
復
旧
対
策
に
着
手
す
る
必
要

が
あ
り
、
地
元
や
岐
阜
県
か
ら
の
強
い

要
請
を
受
け
た
た
め
、
令
和
元
年
度
よ

り
滝
波
谷
地
区
が
区
域
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、
滝
波
谷
地
区
で
は
、
大
規
模

崩
壊
地
の
復
旧
に
向
け
、
既
設
作
業
道

の
林
道
規
格
へ
の
改
良
及
び
新
設
工
事

に
よ
り
工
事
用
道
路
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
崩
壊
地
源
頭
部
に
お

い
て
は
、
今
後
の
対
策
を
検
討
す
る
た

め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

県
内
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

当
時
私
は
、
岐
阜
県
庁
治
山
課
に
出
向

中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
で
も

被
害
規
模
の
大
き
か
っ
た
滝
波
谷
地
区

を
、
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
区
域
追

加
す
る
た
め
の
調
整
等
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
全
体
計
画
の
作
成
、
地
元
や

関
係
機
関
と
の
合
意
形
成
等
、
プ
ロ
セ

ス
の
大
変
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ

り
も
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
と
い
う
制

度
の
意
義
を
実
感
し
ま
し
た
。
地
元
の

方
の
「
不
安
を
感
じ
て
い
た
が
直
轄
治

山
事
業
と
し
て
早
期
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
で
安
心
し
た
、
感
謝
す

る
。」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
工
事
を
実
行
し
て
い

く
重
要
性
を
再
認
識
し
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

近
年
、
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

中
、
治
山
業
務
は
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
治
山
は
難
し
い
業
務
と
の

印
象
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
大
変

や
り
が
い
の
あ
る
業
務
で
す
。
是
非
興

味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
と
幸
い
で
す
。

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（農林水産省林
りんやちょう

野庁）〉
シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

　
国
有
林
と
言
え
ば
現
場
、
現
場
と
言
え
ば

森
林
官
！
し
か
し
、
一
般
の
方
に
は
余
り
馴

染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
各
地
に
あ
る
森
林
事
務
所
や
地
域

の
特
色
、
森
林
官
の
仕
事
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

滝波谷の山腹崩壊

工事現場の立会確認中の筆者

モネの池

大ツゲ谷五の沢（山腹工）
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「
図
会
」
は
山
か
ら
沢
へ
、
沢
か
ら
川
へ

木
材
を
下
す
「
運
材
」
の
場
面
が
続
き
ま

す
。
沢
の
水
を
利
用
し
た
運
材
は
「
小こ
た
に谷

狩が
り

」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

「
簗や
な
の
ず
之
圖
」
に
つ
い
て

　

簗や
な

と
言
い
ま
す
と
、
川
で
の
漁
法
の
一
つ

と
し
て
現
在
で
も
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
こ

で
は
そ
の
簗
の
よ
う
に
木
材
を
組
み
立
て

て
、
貯
め
た
沢
の
水
を
利
用
し
て
、
材
木
を

滑
り
落
と
す
仕
掛
け
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
修し
ゅ
ら
の
ず

羅
之
圖
」
に
つ
い
て

　
「
簗
之
圖
」
に
続
い
て
、
や
は
り
沢
の
水

を
利
用
し
た
運
材
の
仕
掛
け
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
既
出
の
サ
デ
や
簗
と
似
て
い
ま
す
。

　

明
治
期
以
降
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
木
曽
の

「
修
羅
」（
シ
ュ
ラ
ま
た
は
ス
ラ
）
と
言
え

ば
、
同
じ
木
材
を
滑
り
落
と
す
運
材
の
仕
掛

け
で
も
、
丸
太
を
並
べ
た
形
の
も
の
を
指
す

の
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
水
で
木
材

を
滑
り
や
す
く
す
る
、
勢
い
の
つ
い
た
材
を

水
中
に
飛
び
込
ま
せ
て
損
傷
を
防
ぐ
と
い
う

点
で
は
よ
く
似
て
い
る
も
の
で
す
。

　
「
樋
之
圖
」
で
は
堰
の
水
を
利
用
し
て
、

低
い
場
所
か
ら
高
い
場
所
へ
木
材
を
運
び
上

げ
る
様
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
下
巻
に
移
り
、「
管く
だ
が
り
の

狩
之
圖ず

」

「
鴨か
も
い
か
だ
の
ず

桴
之
圖
」「
登の
ぼ
り
か
せ
の
ず

械
之
圖
」
に
つ
い
て
解
説

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
樋と
い
の
ず
之
圖
」
に
つ
い
て

　

山
か
ら
木
材
を
下
し
て
い
く
運
材
の
場
面

で
は
随
所
に
「
堰せ
ぎ

」
と
呼
ば
れ
る
水
を
貯
め

る
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
沢
の
水
で
も
、
隙
間
に
苔
、
芝
、

落
葉
な
ど
を
詰
め
込
み
、
一
滴
も
漏
ら
さ
ぬ

よ
う
に
工
夫
し
、
時
間
を
か
け
れ
ば
立
派
な

堰
が
作
れ
ま
し
た
。

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課
　井
上 

　日
呂
登

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課
　井
上 

　日
呂
登

い
の
う
え

い
の
う
え

ひ
　ろ
　と

ひ
　ろ
　と

「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」の
解
説
（
第
八
回
）

「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」の
解
説
（
第
八
回
）

連 載

きき

そそ

し
き
し
き

ば
つ
ば
つ

ぼ
く
ぼ
く

う
ん
う
ん

ざ
い
ざ
い

ええ

ずず

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
の
「
図
会
」
を

保
管
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を
切
り
取
っ
た
も

の
を
画
像
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
木
曽
式
伐
木
運
材

図
会
は
、
一
般
公
開
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

「簗之圖」より

「樋之圖」より

「修羅之圖」より

明治後期頃の木曽の修羅明治後期頃の木曽の堰
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大
平
宿
は
長
野
県
飯い
い
だ
し
田
市
（
三
さ
ん
し
ゅ
う州
街か
い

道ど
う

）
と
木き
そ
だ
に

曽
谷
（
中な
か
せ
ん
ど
う

山
道
）
を
結
ぶ

大お
お
だ
い
ら平
街か
い

道ど
う

の
ほ
ぼ
中
間
地
点
、
標
高

一
、一
五
〇
㍍
の
山
中
に
あ
り
ま
す
。

　

大
平
宿
の
始
ま
り
は
江
戸
時
代
中

期
、
飯
田
は
飯
田
藩
の
城
下
町
と
し
て

栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
、
主
要
街

道
は
中
山
道
が
通
る
木
曽
谷
で
し
た
か

ら
、
そ
こ
へ
出
る
た
め
に
木き

そ
さ
ん
み
ゃ
く

曽
山
脈

（
中
央
ア
ル
プ
ス
）
を
大
き
く
迂
回
す

る
必
要
が
あ
り
、
飯
田
藩
は
宝ほ
う
れ
き暦
四
年

（
一
七
五
四
年
）、
中
山
道
の
宿
場
町
で

あ
る
妻つ

ま
ご
じ
ゅ
く

籠
宿
と
城
下
を
直
線
で
結
ぶ

「
大
平
街
道
」
を
新
た
に
切
り
拓
き
、

明
治
時
代
ま
で
飯
田
と
木き
そ
だ
に
曽
谷
を
結
ぶ

主
要
道
路
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
正
時
代
に
な
る
と
伊
那
谷

に
鉄
道
が
開
通
し
、
ま
た
昭
和
三
十
年

代
に
は
峠
越
え
の
道
路
と
し
て
清せ

い
な
い
じ

内
路

峠と
う
げを
越
え
る
国
道
二
五
六
号
線
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
で
徐
々
に
衰
退
す
る
と
と

も
に
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇

年
）
に
集
団
移
住
さ
れ
廃
村
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
飯
田
市
の
上
水
道
取
入
口

付
近
の
別
荘
地
分
譲
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
集
落
保
存
活
動
が
始
ま
り
、
全
国

の
利
用
者
に
よ
っ
て
集
落
全
体
が
保
存

さ
れ
、
現
在
、
大
平
宿
は
、
飯
田
市
自

然
環
境
保
全
地
区
、
長
野
県
郷
土
環
境

保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
平
街
道
の
道
筋
に
沿
っ
て
並
ぶ
家

屋
は
、
緩
い
勾
配
の
切き

り
づ
ま
や
ね

妻
屋
根
が
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ト
タ
ン
屋
根
に

変
え
て
い
る
家
や
、
昔
な
が
ら
の
板い

た
ぶ
き葺

屋や

ね根
を
石
で
留
め
た
「
石い
し
お
き
や
ね

置
屋
根
」
の

家
も
数
多
く
あ
り
山
村
集
落
ら
し
い
風

情
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
家
屋
は
、
雪
や
雨

を
し
の
ぐ
た
め
二
階
部
分
を
手
前
に
せ

り
出
し
て
軒の
き

を
深
く
し
て
い
る
「
せ
が

い
造
り
」
と
呼
ば
れ
る
建
築
技
法
で
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
大
平
宿
」
は
、
単
に
廃
村
で

は
無
く
、
電
気
・
水
道
は
使
用
で
き
る

も
の
の
、
携
帯
電
話
は
通
じ
な
い
不
便

な
場
所
で
俗
世
間
か
ら
離
れ
日
常
と
違

う
生
活
を
体
験
で
き
る
江
戸
時
代
の
建

物
群
と
し
て
、
現
在
、
一
般
に
広
く
開

放
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
宿
泊
は
四
月
末
～
十
一
月
中
旬
ま
で
）

ご当地

自慢

「大平宿」

南信森林管理署
なんしん

93

おおだいらじゅく

★
大平宿大平宿 中

央
自
動
車
道

飯田駅飯田駅

飯田線
飯田線

松川IC松川IC

飯田IC飯田IC

国
道
２
５
６
号
線

国
道
２
５
６
号
線

◆
所
在
地

　

長
野
県
飯
田
市
上
飯
田

◆
宿
泊
に
関
す
る
問
合
せ

　

長
野
県
飯
田
市
育
良
町
１ 

︱ 

２

　

株
式
会
社
南
信
州
観
光
公
社

　

電
話　

〇
二
六
五 

︱ 

二
八 

︱ 

一
七
四
七

◆
ア
ク
セ
ス

　
【
自
動
車
】

　

�

中
央
自
動
車
道
飯
田
IC
か
ら
二
五
㌔
㍍（
約
六
十

分
）

旧大平峠（兀
はげたけ

嶽国有林）から御
おんたけさん

嶽山を望む

大平宿の集落入口

切妻屋根の江戸時代からの家屋
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　中部の山々は、真っ白く化粧され、里の方に
も白い妖精がチラチラ舞い踊る季節になりまし
た。例年、この時期に頭に想い浮かぶものは、
あったか〜いもの。寒いときほど、辛くて、痺
れるようなキムチ鍋がいいいですね〜。辛いも
のが不得手な方には、辛さを和らげるため、甘
めの麹味噌や、麦味噌などと、食べる直前にひ

きわり納豆と仕上げの生卵
を入れると味も栄養価もぐ
〜んっとアップ（卵は、半熟

状態がよりまろやか！）。キムチや納豆などの発
酵食品には、免疫力を高める効果、辛いものに
は発汗作用、ストレス発散効果もあり、ここに
たっぷりの野菜と豚バラ、まさにこの時期の健
康食、医食同源。コロナ禍の中、家料理のひ
とつとしてお楽しみください。
　また、目の保養、心の健康には、いつでもお
気軽に自宅で森林や自然の風景を楽しむことが
できる「デジ森（もり）」で、美しい風景をご覧
になってはいかがでしょうか。

☆デジ森 ！今月の広報主任官のお勧めサイト！
　どんなお勧めのサイトかは、以下のＱＲコードを
読み込んでからのお楽しみ！
　また、3つのＱＲコードの中には、過去へタイム
スリップするデジ森の裏サイトがありますよ！

編 集 長 だ よ り （中部の森林へのご意見・ご要望等の投稿は、
migoro＠maff.go.jpまで電子メールでお送りください。）

何かなぁ 何だろう

!(^^)! (*^-^*)デジ森への入場ゲートは、左のＱＲコードを読み込んでください。
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長
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よ
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製
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説
明
と
と
も
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お
け
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あ
り
、
局

長
か
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
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木

材
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Ｒ
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さ
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い
た
だ

き
た
い
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と
期
待
感
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込
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た
お
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言
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が
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べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
品
は
局
の
正
面
玄
関
や
局
長
室

の
入
り
口
に
設
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し
、
来
局
者
の
手
指

の
消
毒
に
活
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す
る
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と
も
に
、
製
品

内
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説
明
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を
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し
、
木
材
利
用
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し
て
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ま
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。

　

な
お
、
当
該
製
品
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県
庁
や
木
曽

地
域
振
興
局
、
上
松
町
役
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曽
森
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等
に
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お
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ま
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。

 

（
資
源
活
用
課
）

　

十
一
月
二
十
日
、
長
野
県
木き
そ
ぐ
ん

曽
郡

上あ
げ
ま
つ松
町ま
ち

に
所
在
す
る
「
の
む
ら
木
材
株

式
会
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様
よ
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、
木
曽
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の
き
を
活

用
し
た
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
が
当
局
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
タ
ン
ド
は
、
同
社
が
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
木
材
を
使
っ
て
何
か
で
き

な
い
か
を
考
え
、
手
を
ふ
れ
な
い
で
消

毒
液
が
出
る
足
踏
み
式
の
ス
タ
ン
ド
を

岐
阜
県
内
の
企
業
と
共
同
開
発
し
た
も

の
で
す
。

　

材
料
に
は
国
有
林
か
ら
出
材
さ
れ
た

　
　

木
曽
ひ
の
き
が
利
用
さ
れ
独
特
の

つ
や
感
と
香
り
の
あ
る
も
の
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
局
長
室
に
お
い
て
同
社
野
村

①�

飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等
（
大
声
で
の
会

話
や
回
し
飲
み
、
箸
な
ど
の
共
用
）

②
大
人
数
や
長
時
間
の
飲
食

③
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

④
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

⑤�

居
場
所
の
切
り
替
わ
り
（
休
憩
室
や
喫

煙
所
、
更
衣
室
で
の
感
染
リ
ス
ク
）

　

感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
飲
食
店
を
は
じ
め
と
す
る
日
常
生
活

や
職
場
で
の
こ
れ
ら
の
場
面
に
特
に
気
を

つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

改
め
て
、
三
密
の
回
避
、
手
洗
い
、
マ

ス
ク
着
用
、
換
気
、
共
用
施
設
の
消
毒
な

ど
の
徹
底
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

詳
し
く
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る

　
「
五
つ
の
場
面
」

　
（
内
閣
官
房
）

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

に
つ
い
て

　
（
農
林
水
産
省
）

のむら木材㈱�野村社長から、「長野県
産木曽ひのき消毒液スタンド」が寄贈

中部局正面玄関に配置
された「消毒液スタンド」

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

の
む
ら
木
材
株
式
会
社

長
野
県
木
曽
郡
上
松
町
正
島
町
一 

︱ 

一
八 

︱ 

一

電　

話
：
〇
二
六
四 
︱ 

五
二 

︱ 

二
四
一
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
六
四 
︱ 
五
二 

︱ 

三
五
三
〇

メ
ー
ル
：info@

nom
ura-m

okuzai.co.jp

○
○
木
曽
ひ
の
き
を
活
用
し
た

消
毒
液
ス
タ
ン
ド
寄
贈
さ
れ
る

○
○
木
曽
ひ
の
き
を
活
用
し
た

消
毒
液
ス
タ
ン
ド
寄
贈
さ
れ
る

ま
る
こ
う
ま
る
こ
く

ま
る
こ
う
ま
る
こ
く

高高
国国

○
○国
高
ま
る
こ
う
ま
る
こ
く

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る

「
五
つ
の
場
面
」
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

『
五
つ
の
場
面
』
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（　）は庁舎所在市町村

お問い合わせ先　中部森林管理局　〒380-8575　長野県長野市大字栗田715-5　TEL 050-3160-6507（代表）　TEL 026-236-2721（夜間・休日）　FAX 026-236-2657

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149


